
壁式鉄筋コンクリート構造の戸建て住宅の居室の天井裏空間を換気経路（以下、天井内ダクトレス換

気）にする場合、天井内の有効高さは数cm程度で極めて薄く，さらに野縁や野縁受があるため，検討

が必要でした。本研究は、設計で必要になる天井裏空間を空気流路にした場合の抵抗係数や、給気風

速と天井内静圧分布の関係を、実大模型を使った実験で確認することを目的として行いました。

研究の目的

天井内ダクトレス換気は，ダクト敷設が不要になるので、居室の天井高さをさらに高くしたり、平面

計画を自由にする設計が可能です。本研究では、ダクトを敷設する第１種機械換気で必要な十数cm程

度の天井内有効高さを、5.5cm（最小有効高さ：2.5cm）まで薄くした天井裏空間で、天井内ダク

トレス換気が可能なことを確認しました。

技術の説明

壁式鉄筋コンクリート構造の戸建て住宅の居室天井裏空間を換気経路に想定した場合の気流性状につ

いて、実大模型を使った実験で検討した結果、以下の知見を得ました。

主 な 結 論
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天井裏空間と居室の空気の流れの概要
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住宅全体での換気の概要
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天井裏空間の空気流路の全圧損失を模型実験で測定し、天井裏空間全体の抵抗係数を算出した結果、天
井内有効高さ5.5cm（最小有効高さ：2.5cm）で平面寸法約5m×約8mの天井裏空間では、抵抗係数
は2弱です。

野縁や野縁受が、開口部付近の吹出し気流の風速を低下させるので、給気側と排気側の開口部近傍を除
く範囲で、静圧分布がほぼ均一になります。そのため、天井吹出口の吹出風量はほぼ一定になります。

給気側開口部の平均風速と天井裏空間の静圧分布の関係を高い相関で近似できます。そのため、天井吹
出口の圧力と風量の特性が既知であれば、天井裏空間への給気の平均風速で吹出風量を予測できます。
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